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お
茶
や
特
産
品
の
販
売
を
は
じ
め
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
子
ど

も
も
楽
し
め
る
マ
ル

シ
ェ
を
開
催
し
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■�

日
程
＝
11
月
23
日

（
土
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

■
場
所
＝
知
覧
武
家
屋
敷
群
内
藤
棚
公
園

［
担
当
］
知 

茶
業
課 

流
通
対
策
係

　

１
３
７
年
と
い
う
長
い
歴
史
に
幕
を
閉

じ
、
閉
校
と
な
っ
た
神
殿
小
学
校
。
そ
こ

に
は
、
誰
に
も
知
ら
れ
て
い
な
い
秘
宝
が

あ
っ
た
！？
な
ぞ
と
き
を
家
族
や
友
人
と
一

緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？
（
定
員
あ
り
）

■�

日
時
＝
11
月
24
日
（
日
）
午
前
９
時
30

分
～ （
申
込
期
限
： 

11
月
８
日
（
金
））

■
場
所
＝
旧
神
殿
小
学
校

■
参
加
料
＝
５
０
０
円

■
主
催
＝
南
九
州
市
連
合
青
年
団

※�

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

［
申
・
問
］ 

川 

社
会
教
育
課 

社
会
教
育

係 お
茶
一
杯
の
日
イ
ベ
ン
ト

知
覧
茶
マ
ル
シ
ェ 

２
０
１
９

な
ぞ
と
き
神
殿

　

南
九
州
市
文
化
協
会
主
催
の
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

○
展
示
発
表

■�

開
催
日
＝
11
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
・

祝
）

■�

場
所
＝
川
辺
文
化
会
館
・
知
覧
体
育
館
・

頴
娃
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

○
舞
台
発
表

■
開
催
日
＝
11
月
３
日
（
日
・
祝
）

■
場
所
＝
川
辺
・
知
覧
・
頴
娃
文
化
会
館

［
担
当
］
川 

社
会
教
育
課 

文
化
振
興
係

　

知
覧
武
家
屋
敷

庭
園
を
中
心
に
、

数
多
の
竹
灯
籠
や

紙
灯
籠
が
幻
想
的

な
夜
を
演
出
し
ま

す
。
普
段
夜
は
入

園
で
き
な
い
武
家

屋
敷
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
ご
覧
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

静
寂
な
夜
に
灯
り
の
揺
ら
ぎ
と
と
も
に
体

感
す
る
庭
園
は
、
と
て
も
幽
玄
な
雰
囲
気

催
　
し

11
月
は
「
文
化
芸
術
に
親
し
む

月
間
」
で
す
～
南
九
州
市
川
辺・

知
覧
・
頴
娃
文
化
祭
～

武
家
屋
敷
に
幽
玄
の
灯
り

「
ち
ら
ん
灯
彩
路
」

で
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
の
演
奏
や
広
場
で
の
出
店

も
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
ご
友
人
を
お
誘

い
の
上
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

■�

日
時
＝
11
月
９
日
（
土
）
午
後
５
時
30

分
～
８
時
30
分

※
雨
天
時
は
、
10
日
に
順
延

■
場
所
＝
知
覧
武
家
屋
敷
庭
園
一
帯

　

�

入
園
料
無
料
（
た
だ
し
、
午
前
９
時
～

午
後
５
時
は
通
常
通
り
入
園
料
が
必
要

で
す
）

［
問
］ち
ら
ん
灯
彩
路
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
知 

商
工
観
光
課
内
）

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
玉
入
れ
合
戦
。
そ

の
ほ
か
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
大
会
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
相
撲
大
会
、
仏
壇
供
養
祭

な
ど
の
催
し
が
行
わ
れ
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
や
川
辺
焼
・
木
工
な
ど
の
工
作
体
験
な

ど
も
楽
し
め
ま
す
。
今
年
は
新
企
画
が
あ

り
ま
す
。

■�

日
時
＝
11
月
10
日
（
日
）
午
前
８
時
30

分
～

■
場
所
＝
清
水
岩
屋
公
園

［
問
］
か
わ
な
べ
磨
崖
仏
ま
つ
り
実
行
委

員
会

☎
０
９
９
３-

56-

０
２
４
７

か
わ
な
べ
磨
崖
仏
ま
つ
り

　

創
立
１
１
０
周
年
記
念
文
化
祭
で
す
。

ス
テ
ー
ジ
・
展
示
部
門
の
他
に
生
活
科
学

科
に
よ
る
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
ラ
ン
チ（
８
日
）

や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
（
９
日
）、
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
よ
る
物
品
バ
ザ
ー
が
あ
り
ま
す
。

生
徒
・
職
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
一
同
、
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■�

日
時
＝
11
月
８
日
（
金
）
午
前
10
時
40

分
～
午
後
３
時
15
分
。
９
日
（
土
）
午

前
９
時
～
午
後
２
時
50
分
。

■
場
所
＝
本
校
体
育
館

［
問
］
薩
南
工
業
高
等
学
校 

生
徒
会
係

　

☎
０
９
９
３-

83-

２
２
１
４

　

ス
テ
ー
ジ
、
展
示
、
バ
ザ
ー
の
３
つ
の

部
門
が
あ
り
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
は
体
育
館

の
他
に
野
外
ス
テ
ー
ジ
を
設
置
予
定
。
当

日
は
学
校
周
辺
の
三
股
通
り
商
店
街
で
も

同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■�
日
時
＝
11
月
16
日
（
土
）
午
前
８
時
40

分
～
午
後
３
時
10
分

■
場
所
＝
本
校
敷
地
内

［
問
］
頴
娃
高
等
学
校 

生
徒
会
係

　

☎
０
９
９
３-
36-

１
１
４
１

薩
南
工
業
高
等
学
校

創
立
１
１
０
周
年
記
念
文
化
祭 

頴
娃
高
等
学
校 

文
化
祭
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暴
力
は
、
性
別
や
加
害
者
、
被
害
者
の

間
柄
を
問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
配
偶
者
な
ど

か
ら
の
暴
力
や
性
犯
罪
、
売
買
春
、
人
身

取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴

力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る

も
の
で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
形

成
す
る
上
で
克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で

す
。
期
間
中
、
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
に
よ
り

啓
発
を
行
い
ま
す
。

［
担
当
］
知 

企
画
課 

ま
ち
づ
く
り
推
進

係

　

市
で
は
こ
の
期
間
、
県
や
警
察
と
連
携

し
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
活
動
や
不
法
投

棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
不
法
投

11
月
12
～
25
日
は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
期
間
で
す

お
知
ら
せ

11
月
は

不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
で
す

■
日
時
＝
12
月
14
日
（
土
）

・
開
場
＝
午
後
６
時

・
開
演
＝
午
後
６
時
30
分

■
場
所
＝
川
辺
文
化
会
館

■
入
場
料
＝
無
料

■�

入
場
券
配
布
＝
11
月
23
日
（
土
・
祝
）

午
前
９
時
～

■�

入
場
券
配
布
場
所
＝
川
辺
・
知
覧
・
頴

娃
文
化
会
館

［
問
］
川 

社
会
教
育
課 

文
化
振
興
係

　

☎
０
９
９
３-

56-

５
４
０
４

　

成
人
式
の
企
画
・
運
営
を
手
伝
っ
て
く

れ
る
新
成
人
の
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
一
生
に
一
度
の
成
人
式
を
一
緒
に
創

り
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

実
行
委
員
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
令
和
２
年
南
九
州
市
成
人
式
】

■
日
時
＝
令
和
２
年
１
月
３
日
（
金
）

・�

受
付
：
午
前
11
時
50
分
～
午
後
０
時
25

分
（
予
定
）

・�

式
典
な
ど：午
後
０
時
30
分
～
４
時
（
予

陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
音
楽
隊

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

2
0
1
9

令
和
２
年
南
九
州
市
成
人
式

実
行
委
員
を
募
集
！！

募
　
集

定
）

■
会
場
＝
知
覧
文
化
会
館

■�

対
象
＝
平
成
11
年
４
月
２
日
～
平
成
12

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※�

対
象
者
に
は
案
内
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま

す
。（
10
月
発
送
）

［
担
当
］
川 

社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係

　

現
在
、
吹
上
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

令
和
２
年
度
入
校
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

■�
募
集
科
目
＝
自
動
車
工
学
科
（
20
人
）・

機
械
整
備
科
（
10
人
）・
金
属
加
工
科

（
20
人
）

■�

訓
練
期
間
＝
自
動
車
工
学
科
・
金
属
加

工
科
：
２
年
／
機
械
整
備
科
：
１
年

■�

募
集
期
間
＝
令
和
元
９
月
２
日
（
月
）

～
令
和
２
年
２
月
28
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
応
募
資
格
＝

・�

自
動
車
工
学
科
お
よ
び
機
械
整
備
科
は

高
等
学
校
卒
業
も
し
く
は
同
等
以
上
の

学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

・�

金
属
加
工
科
は
義
務
教
育
修
了
も
し
く

は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
方

■
選
考
方
法
＝
筆
記
試
験
お
よ
び
面
接

［
問
］鹿
児
島
県
立
吹
上
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９-

２
９
６-

２
０
５
０

県
立
吹
上
高
等
技
術
専
門
校

入
校
生
募
集

棄
に
厳
正
に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。
罰
則

は
、
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万

円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
こ
れ
ら
が
併
科

さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
一
人
ひ
と
り
が

「
不
法
投
棄
を
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。
見

つ
け
た
ら
す
ぐ
電
話
を
」
と
い
う
意
識
を

持
ち
、
不
法
投
棄
の
な
い
住
み
よ
い
地
域

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

［
担
当
］
川 

市
民
生
活
課 

生
活
衛
生
係

　

虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
「
１い
ち
は
や
く

８
９
番
」

へ
（
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
）

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
５
か
条

１
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
連

絡
２
「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」
は
言
い
訳

３
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

４
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

５
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り
う

る

　

子
ど
も
虐
待
を
防
止
し
、
虐
待
の
な
い

社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

［
担
当
］
川 

福
祉
課 

子
育
て
支
援
係

11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

女性への暴力の根絶を訴
えるパープルリボン



知…知覧庁舎☎0993-83-2511　川…川辺庁舎☎0993-56-1111　頴…頴娃庁舎☎0993-36-1111

令和元年10月号　〚広報〛 8

を
し
て
い
る
と
煙
が
入
っ
て
き
て
窓
を
開

け
ら
れ
な
い
」
な
ど
多
く
の
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
燃
や
す
と
煙
や
悪
臭
に
よ
る
住

民
ト
ラ
ブ
ル
や
生
活
環
境
の
悪
化
を
ま
ね

く
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど

の
有
害
物
質
を
発
生
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

違
反
者
に
は
罰
金
な
ど
が
科
せ
ら
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
は
燃
や
さ
な
い
で
、
指
定
さ
れ
た

日
に
正
し
く
分
別
し
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

公
益
上
・
社
会
の
慣
習
上
や
む
を
得
な

い
も
の
、
周
辺
地
域
へ
の
生
活
環
境
に
与

え
る
影
響
が
軽
微
な
も
の
に
つ
い
て
は
焼

却
禁
止
の
例
外
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
生
活
環
境
に
支
障
が
生
じ
る
場
合
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◎
野
焼
き
と
は

　

ド
ラ
ム
缶
な
ど
を
使
用
し
て
の
焼
却
、

地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
、
ブ
ロ
ッ
ク

を
囲
ん
だ
り
し
て
の
焼
却
な
ど

◎
例
外
と
は

　

農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る

草
木
な
ど
の
焼
却
、
鬼
火
焚
き
な
ど
の
風

俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を
行
う

た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却
、
た
き
火

そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
上
で
の
焼
却
で

あ
っ
て
軽
微
な
も
の
な
ど
。

［
担
当
］
川 

市
民
生
活
課 
生
活
衛
生
係

■
日
時
＝
11
月
22
日
（
金
）
午
後
３
時
～

■
場
所
＝
指
宿
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

■�

講
師
＝
Ｊ
Ａ
物
流
か
ご
し
ま 

土
壌
診

断
セ
ン
タ
ー　

永
田 

茂
穂　

氏

■
講
演
内
容
＝「
土
壌
診
断
と
土
づ
く
り
」

■
定
員
数
＝
１
０
０
人

■�

申
込
方
法
＝
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
締
め
切
り
＝
10
月
31
日
（
木
）

※�

定
員
に
達
し
た
場
合
は
、
期
限
内
で

あ
っ
て
も
参
加
受
け
付
け
を
、
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

［
申
・
問
］
い
ぶ
す
き
農
業
協
同
組
合 

農

産
部 

営
農
課 

青
年
部
事
務
局

　

☎
０
９
９
３-

35-

３
４
１
４

　

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
県
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
定
さ
れ
ま

す
（
た
だ
し
、
20
歳
未
満
を
除
く
）。
選

定
さ
れ
た
候
補
者
の
方
へ
は
、
11
月
中
旬

こ
ろ
に
「
裁
判
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載

の
お
知
ら
せ
」
ま
た
は
「
検
察
審
査
員
候

補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
が
届

い
ぶ
す
き
農
協
青
年
部
「
農
業

研
修
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
の
「
裁
判
員
候
補

者
」
ま
た
は
「
検
察
審
査
員
候

補
者
」
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
へ

　

農
業
用
た
め
池
は
県
知
事
に
届
出
が
必

要
で
す
。

■�

対
象
施
設
＝
農
業
用
に
利
用
さ
れ
て
い

る
全
て
の
た
め
池

■�

届
出
期
限
＝
今
年
中
（
令
和
元
年
12
月

ま
で
）

■�

届
出
者
＝
農
業
用
た
め
池
の
所
有
者

（
管
理
者
）

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
頴 

耕
地
林
務
課 

管
理
係

　
　
　

 

知 

・ 

川 

支
所 

農
林
係

　

７
月
の
豪
雨
に
よ
り
、
通
行
止
め
と

な
っ
て
い
る
主
要
地
方
道
谷
山
知
覧
線
の

道
路
陥
没
箇
所
（
鹿
児
島
市
側
）
の
通
行

止
め
を
解
除
す
る
た
め
、
現
在
片
側
交
互

通
行
に
む
け
て
仮
道
工
事
を
年
内
に
は
完

成
す
る
見
込
み
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
復
旧
は
、
仮
道
工
事
完
成
後

に
着
手
す
る
予
定
で
、
完
成
時
期
は
未
定

で
す
。

［
担
当
］
知 

建
設
課 

土
木
係

農
業
用
た
め
池
を
所
有
・
管
理

し
て
い
る
皆
さ
ま
へ

現
在
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
る

主
要
地
方
道
谷
山
知
覧
線
に
つ

い
て

　

次
の
土
地
取
引
面
積
で
あ
る
場
合
、
契

約
（
予
約
を
含
む
）
を
締
結
し
た
日
か
ら

起
算
し
て
２
週
間
以
内
に
土
地
の
所
在
す

る
市
役
所
へ
の
届
け
出
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

■
土
地
取
引
面
積
＝

◯
都
市
計
画
区
域　

５
千
㎡
以
上

◯
都
市
計
画
区
域
外　

１
万
㎡
以
上

■
届
出
者
＝
土
地
取
得
者
（
買
主
な
ど
）

■�
提
出
す
る
書
類
＝
土
地
売
買
等
届
出

書
、
位
置
図
（
縮
尺
５
万
分
の
１
以

上
の
地
形
図
）、
周
辺
状
況
図
（
縮
尺

５
千
分
の
１
以
上
の
住
宅
地
図
な
ど
）、

地
籍
図
、
契
約
書
の
写
し
な
ど
。

※�

届
け
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り
の
届

け
出
を
す
る
と
、
６
カ
月
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
知 

企
画
課 

企
画
係

　

ご
み
の
焼
却
（
屋
外
焼
却
）
は
、
例
外

を
除
き
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
洗
濯
物
に
煙
の
臭
い
が
付
く
」、「
部

屋
の
換
気
を
し
た
い
が
、
近
く
で
た
き
火

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に

は
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

届
け
出
が
必
要
で
す

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
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き
ま
す
。

　

国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
二
つ
の
制
度

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
合
わ
せ

先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

［
問
］

・�

裁
判
員
：
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部 

裁
判
員
係

　

☎
０
９
９-

２
２
２-

７
１
５
７

・�

検
察
審
査
員
：
鹿
児
島
検
察
審
査
会
事

務
局　

　

☎
０
９
９-

８
０
８-

３
７
１
９

　

グ
ル
ー
プ
旅
行
な
ど
の
移
動
の
際
に
、

広
く
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
利
用
さ
れ
ま
す

が
、
中
に
は
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
許

可
を
得
ず
に
運
送
行
為
を
行
う
無
許
可
営

業
や
、
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
者
に
よ
る
レ
ン

タ
カ
ー
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）
と
運
転
手
の

一
体
的
な
ど
の
道
路
運
送
法
に
違
反
す
る

事
例
（
白
バ
ス
行
為
）
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
「
白
バ
ス
行
為
」
で
利
用

し
、
万
が
一
、
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
適

切
な
補
償
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

得
ま
す
の
で
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

①�

運
転
手
付
き
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
手
配

は
、
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
た

バ
ス
会
社
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
適
切
な
利
用

に
つ
い
て

・�

運
転
手
付
き
の
「
白
ナ
ン
バ
ー
」
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
は
、い
わ
ゆ
る
「
白
バ
ス
」

と
呼
ば
れ
る
道
路
運
送
法
に
違
反
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
利
用
す
る
の
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

・�

道
路
運
送
法
の
許
可
を
受
け
た
バ
ス
会

社
（
貸
切
バ
ス
事
業
者
）
の
正
規
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
に
は
「
緑
ナ
ン
バ
ー
」
が

付
い
て
い
ま
す
。

②�

レ
ン
タ
カ
ー
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
は
運

転
手
は
付
い
て
い
ま
せ
ん
。

・�

レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
た
場
合
に
は
、
車

を
借
り
受
け
た
利
用
者
自
身
が
運
転
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・�
レ
ン
タ
カ
ー
と
運
転
手
が
一
体
的
に
提

供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
も
、い
わ
ゆ
る「
白

バ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
法
律
に
違
反
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
利
用
す
る
の
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

③�

違
法
な
「
白
バ
ス
」
を
利
用
し
て
事
故

に
遭
っ
た
場
合
、
保
険
の
適
用
が
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・�

違
法
な
「
白
バ
ス
」
を
利
用
し
て
、
万

が
一
、事
故
に
遭
っ
て
負
傷
し
た
場
合
、

適
切
な
損
害
賠
償
が
な
さ
れ
ず
、
治
療

費
な
ど
の
損
害
額
を
利
用
者
自
身
が
全

額
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

［
問
］
九
州
運
輸
局
鹿
児
島
運
輸
支
局
（
谷

山
港
庁
舎
）
輸
送
・
監
査
部
門

　

☎
０
９
９-

２
６
１-

９
１
９
２

●�

ど
う
し
て
利
用
者
負
担
が
変
わ
る
の
で

す
か
？

①
介
護
職
員
の
人
材
確
保
の
た
め

　

�

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
を
行
い
ま
す
。

介
護
の
経
験
や
技
能
を
も
っ
た
職
員
に

重
点
を
置
き
な
が
ら
安
定
し
た
介
護
人

材
の
確
保
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

②�

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
事
業
者
負

担
軽
減
の
た
め

　

�

事
業
者
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
必
要
な
物

品
を
購
入
す
る
と
き
に
は
、
物
品
代
に

消
費
税
が
か
か
る
た
め
、
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
に
よ
っ
て
事
業
者
の
負
担
は

こ
れ
ま
で
よ
り
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
今
後
も
事
業
所
が
安
定

し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

介
護
報
酬
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
事
業

所
の
負
担
軽
減
を
行
い
ま
す
。

［
問
］
川 

長
寿
介
護
課 

介
護
保
険
係

　
　

 

頴 

・ 

知 

支
所　

福
祉
係

■
日
時
＝
12
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
０
時
30
分
～
４
時

■�

場
所
＝
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
高
城
町

令
和
元
年
10
月
か
ら
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
が
変

わ
り
ま
し
た

川
内
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

（
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
川
内
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

２
５
２
６

■�

内
容
＝
当
校
の
紹
介
、
入
試
情
報
、
就

職
情
報
、
各
科
概
要
、
ミ
ニ
授
業
、
先

輩
と
話
そ
う

■�

申
し
込
み
方
法
＝
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
前
日
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
随
時
見
学
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

［
申
・
問
］
川
内
職
業
能
力
開
発
短
期
大

学
校　

学
務
援
助
課

　

☎
０
９
９
６-

22-

１
５
５
８

　
FAX
０
９
９
６-

22-

６
６
１
２

　

大
勢
の
人
と
一
緒
に
声
を
出
し
て
歌
う

感
動
を
通
し
て
、
日
々
の
悩
み
や
疲
れ
を

解
放
し
、
気
分
転
換
、
気
晴
ら
し
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■�

日
時
＝
12
月
８
日
（
日
）
午
後
１
時
30

分
～
４
時
（
開
場
：
午
後
１
時
）

■
場
所
＝
川
辺
文
化
会
館

■
入
場
料
＝
無
料

■�

講
師
＝
Ｊ
Ｅ
Ｎ
Ｎ
Ａ
（
ゴ
ス
ペ
ル
シ
ン

ガ
ー
）

［
問
］
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ニ
ア
あ
な
た
の
近
く
に

　

☎
０
９
９
３-

56-

０
２
１
１

聴
い
て
歌
お
う
！

～
ゴ
ス
ペ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～
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11月５日（火）にシェイクアウト訓練を行ってください
　シェイクアウト訓練とは米国で始まった大規模な地震防災訓練で、日本でも 2012 年から実施されて
います。具体的には、「ドロップ（姿勢を低く）・カバー（体・頭を守る）・ホールドオン（揺れが収まる
までじっとしている）」という身を守るための基本
的な行動を地震防災訓練として行うもので、難し
い訓練ではありません。11 月５日（火）午前 10
時に、市の防災行政無線からの「緊急地震速報。
大地震です。大地震です。※訓練放送である旨も
放送いたします。」の放送に合わせてシェイクアウ
ト訓練を行ってください。

［担当］知  防災安全課 交通防災係

合併処理浄化槽への転換のお願い
　南九州市では、快適な生活と河川などの環境保全のため、生活排水を適切に処理することを目的に、
合併処理浄化槽への切り換えに対し補助金制度を設けています。
　この機会にぜひ、合併処理浄化槽への切り換えをご検討ください。
※公共下水道区域、農業集落排水施設区域の方はその施設への接続をお願いします。
令和元年度補助金額

人槽

１施設に対する補助金

新規 汲取りからの入れ替え
単独処理浄化槽からの入れ替え

単独処理浄化槽を
撤去しない場合

単独処理浄化槽を
撤去した場合（上限）

  ５人槽 166,000 円 432,000 円 482,000 円 572,000 円
  ７人槽 207,000 円 514,000 円 564,000 円 654,000 円
10人槽 274,000 円 648,000 円 698,000 円 788,000 円

［担当］川  市民生活課 環境保全係

　　　宝くじの助成金で備品を整備しました！　　　
～コミュニティ助成事業～
　（一財）自治総合センターでは、宝くじの普及広報事業として自治会などの自主的なコミュニティ
活動に対して助成を行い、地域社会の発展に寄与しています。
　今年度、採択された「佃自治会」の事業が完了しました。
■内容＝�エアコン、ワイヤレスアンプ、チューナーユニット、ワイヤレスマイク、

LED灯光器、液晶テレビ、集会用テント、ホワイトボード、テント用風
除垂れ幕の整備

■助成額＝ 120 万円
■目的＝�不足している備品などを整備することにより、自治会活動の活性化を

図り、住民相互の助け合いによる地域づくりを推進するため。�
［担当］ 知  企画課 まちづくり推進係

新薩南病院建設に関する住民説明会

移転建替が決定した県立薩南病院に関す
る住民説明会を開催します。
申し込みは不要で、どなたでも参加いただ

けます。
■日時＝11月6日（水）午後 6時３０分～
■場所＝南さつま市総合保健福祉センター

（南さつま市加世田川畑２６４１番地２）
［問］県庁 県立病院課
　　☎０９９-２８６-２８１８ または ２８２０

給与所得者の年末調整等説明会のご案内
～事業者の方はぜひ説明会にご参加を！～

　12月は、給与などに係る源泉所得税の年末調整の月で
す。令和元年分給与所得の年末調整等説明会を開催します。
■日時＝11月14日（木）午後２時～４時
■場所＝知覧文化会館　大ホール
 　　　　（南九州市知覧町郡１７８８０番地）
■持参していただく書類＝
　⑴　令和元年分年末調整のしかた
　⑵�　令和元年分給与所得の源泉徴収票等の法定調書の
作成と提出の手引

［問］知覧税務署　☎0993-83-2411（※自動音声案内）
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◎水道課からのお知らせ◎
＊令和２年１月請求（12月検針）分から水道料金の消費税が 10％になります。
料金体系　　　（１カ月につき）
水道料金は、①と②の合計に消費税相当額を加算した額（10円未満の端数切捨）となります。
※消費税引き上げに伴い、消費税相当額は令和２年１月請求（12月検針）分から新税率（10％）で計算いたします。

基本料金① 従量料金②（一般用）
区分 金額 区分 １㎥ごとに

メ
ー
タ
ー
口
径

13㎜ 500円 １㎥～ 10㎥まで 60円
20㎜ 800円 11㎥～ 20㎥まで 100円
25㎜ 1,150 円 21㎥～　 130円
30㎜ 1,500 円
40㎜ 3,300 円 従量料金　②　（公衆浴場用）
50㎜ 5,050 円 1㎥につき 100円
75㎜ 13,300 円 従量料金　②（臨時用）
100㎜ 21,800 円 1㎥につき 140円

【水道料金の計算例】
●口径13㎜・２カ月で50㎥使用した場合…隔月検針のため

基本料金 1,000円 500円×２カ月

従量料金
1～10㎥ 1,200円（60円×10㎥）×２カ月
11～20㎥ 2,000円（100円×10㎥）×２カ月
21㎥～ 1,300円（130円×5㎥）×２カ月

消費税相当額（10％） 550円
水道料金（R2.1月請求以降） 6,050円 10円未満端数切捨
※�10月1日以降の開始であれば、12月請求分（11月検針）
であっても消費税10％で計算します。

＊給水負担金に加算される消費税率が 8％から 10％になります。
令和元年 10月１日からの消費税改正に伴い、給水負担金においても増税分をご負担いただくことになります。

メーター口径（税別額） 改正前（８％） 改正後（１０％）
13㎜（  　30,000 円） 32,400 円 33,000 円
20㎜（　  80,000 円） 86,400 円 88,000 円
25㎜（   200,000 円） 216,000 円 220,000 円
30㎜（   300,000 円） 324,000 円 330,000 円
40㎜（   400,000 円） 432,000 円 440,000 円
50㎜（   500,000 円） 540,000 円 550,000 円
75㎜（1,000,000 円） 1,080,000 円 1,100,000 円
100㎜（2,000,000 円） 2,160,000 円 2,200,000 円

※令和元年 10月 1日以後に新設または改造の工事の申請から適用します。
　今後も、より一層の経営の効率化とサービスの向上に努めてまいりますので、ご理解とご協力をお願いします。

［担当］知  水道課 業務係

あなたのお住まい！地震への備えは大丈夫ですか？
「耐震化」とは、地震の大きな揺れに対して建物
が耐えられるように補強することをいいます。
建物に関する法律（建築基準法）の改正により、
昭和56年５月に揺れに耐える壁の量の基準が強
化されました。お住まいが昭和56年５月以前に建
てられている場合は、耐震化を検討しましょう。

お住まいが、昭和56年５月31日以前に建築された場合は、耐震性があるかどうか専門家に相談しましょう。
耐震診断を実施できる専門家は、県ＨＰで公表しています。

専門家に補強計画を作成してもらい、地震に備えた補強工事を行いましょう。補強工事を行う前には、必
ず見積書をもらいましょう。

南九州市では、対象の戸建て木造住宅に対する補助を行っています。
○耐震診断：最大６万円　　○耐震改修工事：最大30万円　　詳しくは、担当係までご相談ください。

［担当］ 知  建築住宅課 建築係

まずは、耐震診断をしましょう

耐震性がないと診断されたら…

補助はないの？

地震発生！
耐震性があれば

耐えられる！

耐震性がないと

耐えられない…



知…知覧庁舎☎0993-83-2511　川…川辺庁舎☎0993-56-1111　頴…頴娃庁舎☎0993-36-1111

知覧税務署からのお知らせ　～消費税軽減税率制度説明会のご案内～
【開催日時・会場など】

日　時 会　場 備　考
令和元年 11月 7日（木）
午後１時 30分～２時 30分 知覧税務署　１階　会議室

（南九州市知覧町郡 6212）

・定員　30人
　事前申し込みは不要ですが、会場の
席数に限りがありますので、場合によ
り入場を制限することがあります。
　筆記用具をご持参ください。

令和元年 11月 20日（水）
午後１時 30分～２時 30分

　軽減税率制度に関する詳しい情報は、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）内の特設サイト「消
費税の軽減税率制度について」にも掲載されています。
≪お問い合わせ窓口≫　　知覧税務署　法人課税部門（☎ 0993-83-2414）

　南薩歯科医師会では、「いいな、いい歯　無料歯科健診・相談」
を実施します。 

■日時＝ 11 月７日（木）・８日（金）
■場所＝南薩歯科医師会会員の各歯科医院
■対象＝幼児から高齢者まですべての方　
■内容＝�歯の健康相談、歯ぐき・歯周病の相談、歯ならびの相談、

入れ歯の相談、口腔がんの相談、口腔粘膜疾患の相談
※希望される方は、各歯科医院へ電話予約をお願いします。
※�受診された方には歯ブラシなどの粗品を差し上げます。多数の

受診をお待ちしております。

【南薩歯科医師会会員の歯科医院】
《頴娃地域》川平歯科、黒岩歯科医院、ひまわ

り歯科クリニック、友愛歯科クリニック
《知覧地域》朝隈歯科医院、いるか歯科医院、

上野歯科クリニック、クローバーデンタル
クリニック、ひしじま歯科医院

《川辺地域》かわじ歯科クリニック、谷口歯科、
橋口歯科医院、東デンタルクリニック、深
町歯科医院、藤崎歯科医院、山本歯科医院

［担当］知  保健センター

11月の悩み相談室
　家庭や職場、子育てや介護、DVやセクハラ、ジェンダー、
LGBTQのことなど悩みを抱えている方、どんなことでもお気
軽にご相談ください。専門のカウンセラーが相談に応じ、秘密
は固く守られます。
■相談日時＝11月 16日（土）午後１時～５時（１人50分程度）
■場所＝ちらん夢郷館
■完全予約制＝毎月１回開催されます。
　予約受付時間　午前９時～午後５時（土日・祝日を除く）
　☎ 0993-83-2511（相談室予約専用内線 2222）
　　　　　　　　　　　[担当 ] 知  企画課 まちづくり推進係

鹿児島県外国人総合相談窓口がオープン
　在住外国人の生活相談などに多言語で対応する
窓口が、10月４日よりかごしま県民交流センター
に開設されました。19 言語に対応し、電話での
相談も可能です。
■�開所日時＝火～日曜日　午前９時～午後５時
（年末年始を除く）
■�場所＝かごしま県民交流センター１階　国際交
流プラザ内

【相談方法】対面または電話
【電話番号】070-7662-4541
【言語】英語、ベトナム語など 19言語

[ 担当 ] 知  企画課 まちづくり推進係

境界トラブル休日無料相談所
■相談内容＝境界のトラブル相談、筆界特定に関する相談
■相談日時＝ 11月 24日（日）午前 10時～午後３時
■場所＝鹿児島地方法務局知覧支局（南九州市知覧町郡 5405）
■相談担当＝土地家屋調査士、弁護士および法務局職員
※�相談希望の方は、11月 22日（金）までに予約願います。相
談は無料で、相談内容は固く守られます。

［予約・問］鹿児島県土地家屋調査士会　☎ 099-214-2958

裁判所の調停委員による調停無料相談会
■�相談内容＝�離婚、遺産相続、土地境界などの調停手続き
■相談日時＝ 10月 26日（土）
　　　　　　 午前 10時～午後３時
■場所＝ひまわり館
［問］知覧調停協会（知覧簡易裁判所内）　☎ 0993-83-2229

無料調停手続相談会
　交通事故による損害賠償、土地建物の売買・譲
渡、金銭の貸借、土地の境界などをめぐる民事上
のもめごとや、婚姻、離婚、夫婦関係、親子関係、
扶養、相続などに関する家族、親族間のもめごと
などについての調停手続の利用に関して、無料で
相談に応じます。相談者の秘密は固く守られます。
■日時＝11月12日（火）午前10時30分～午後３時
■場所＝山形屋１号館７階 社交室
　　　　（鹿児島市金生町３－１）
■申し込み＝予約不要（会場受付）
［問］鹿児島調停協会連合会
　　 ☎099-222-7121（内線4550）

お口の健康を守ろう 「いいな、 いい歯！」 無料歯科健診 ・相談
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南九州市立小学校のあり方に関する基本方針
～小学校の適正規模・適正配置～

　市内の小学校では、全国と同様に少子化による児童数・学級数の減少が進み、複式学級の増加など小規模校化に
よる教育環境の課題が生じてきています。教育委員会は、小学校の将来のあり方を検討するため、平成 29 年７月、
学校、保護者、地域代表者などを委員とする「南九州市立小学校将来のあり方検討委員会」を設置し、望ましい学
校規模や適正配置などの具体的方策について諮問しました。当検討委員会は、諮問の内容に沿って多様な視点から
検討を続け、平成 31 年１月、教育委員会に対し答申しました。教育委員会では答申内容を整理し、このたび小学
校の適正規模・適正配置の実現に向けた課題を解決するための考え方、方策などを示した「南九州市立小学校のあ
り方に関する基本方針」を策定しました。今後、教育委員会では、この基本方針に基づいて、より良い教育環境を
整備し、充実した学校教育の実現に取り組んでまいります。

基　本　方　針　の　概　要
適正規模・適正配置を考えるための基準

１．望ましい学校規模
　１学年の学級数については、少なくとも複式学級
が解消できる学級数とし、１学級あたりの児童数も
児童同士が切磋琢磨し、多様な教育活動が展開でき
ることなどを考慮し、本市における望ましい学級数、
１学級あたりの児童数は以下のとおりとします。

【学級数】
　１学年１～３学級。
【１学級あたりの児童数】
　１～２年生 18 ～ 20 人程度。
　（36 人以上であれば、１学年２学級可能）
　３～６年生 21 ～ 25 人程度。
　（41 人以上であれば、１学年２学級可能）

２．適正な通学距離・時間・区域
【徒歩通学基準】

距離については、おおむね４㎞以内。
時間については、おおむね１時間以内。

【徒歩通学基準を超えた場合】
安全確保の面からスクールバスなどの適正な利用を

行います。

【通学区域】
地域のきずなや、小学校

から中学校進学時における
児童への影響を考慮して、
旧町域を原則超えないこと
とします。

適正規模・適正配置に向けての基本的配慮事項など
１．児童に対する配慮

学校を再編する場合、児童に精神的な不安や動揺を生じさせないよう配慮していく必要があります。新しい学校での
生活に適応できるようにするために、再編前において、学校行事の事前交流の実施や学校間での事前協議、児童の心
のケアなど、新たな学校生活に戸惑うことがないよう、きめ細かな指導が行き届くよう配慮します。

２．通学に対する配慮
通学状況を十分踏まえ、歩道設置や危険箇所の確認とその対策など通学路変更にともなう安全対策に十分な配慮を

行います。また、地理的条件などにより、通学路の安全性が確保できないなどの諸事情がある場合は、必要に応じてス
クールバスなどにより、児童の安全性を確保します。

３．保護者・地域住民に対する配慮
学校の教育効果が最大限に発揮されるためには、関係者の連携・協力が欠かせないことから、保護者や住民に対し

て、学校および地域を取り巻く教育環境などについて丁寧かつ具体的な説明を行い、保護者・地域住民の理解と協力を
得られるよう努めていきます。なお、地域が総意に基づき学校再編を検討する場合にあっては、教育委員会も積極的に
支援を行っていきます。

４．防災体制に対する配慮
学校の再編により、通学区域がこれまで以上に広がった児童の避難などの防災体制は、各学校の実状を踏まえた機

能化を図るなど、安全面に支障をきたすことがないよう努めていきます。

再編しない学校への支援
教育環境上の課題を軽減するために、近隣の学校などとの合同授業や合同の行事を実施し、多様な体験や児童同士

で切磋琢磨する機会を増やすなど、過小規模校、小規模校のデメリットの緩和策を積極的に検討・実施していくこととし
ます。

［担当］川  教育総務課 総務係
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市長へのメッセージ
投稿ありがとうございました。

　市民の皆さんの声を聴くために募集しました「市長へのメッセー
ジ」の受け付けは、6月30日をもって終了しました。９通の投稿があり、
ご意見、ご提案などいただいたメッセージの中から、広く市民の皆さ
んにお知らせしたいものを掲載します。
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